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中村舞 林檎と瓶のある静物
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『
両
津
町
野
周
航
帰
陣
旧
情
血
管

敏
潮
台

閣
の
よ
う
な
社
会
で
燃
え
つ
く

し
、
若
く
し
て
浸
し
た
画
家
た
ち

を
一
年
余
り
追
っ
た
。
「
天
折
の

画
家
た
ち
」
展
に
結
集
さ
せ
る
た

め
だ
が
、
こ
う
し
て
、
日
本
近
代

美
術
史
上
に
強
烈
に
存
在
す
る
弾

傷
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

天
折
の
主
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

明
治
以
来
三
代
の
間
に
は
、
実
に

多
く
の
画
家
た
ち
の
悲
劇
的
を
生

涯
が
あ
り
、
こ
の
一
群
を
無
視
し

て
は
日
本
近
代
美
術
史
へ
の
接
近

は
片
手
落
ち
と
な
る
。

暗
い
人
生
の
を
か
で
、
生
命
の

火
を
燃
や
し
な
が
ら
、
美
を
追
求

し
表
現
に
苦
し
ん
だ
若
き
画
家
た

ち
を
思
う
と
、
い
ま
で
は
仕
方
の

を
い
運
命
と
か
暗
澹
と
い
う
言
葉

が
連
想
的
に
浮
か
ぶ
。

美
術
史
宗
田
中
日
俊
夫
氏
は
、

『
日
本
美
の
構
造
』

(
講
談
社
現

代
新
書
)
の
な
か
で
、
こ
の
一
群

に
同
情
し
て
、
社
会
的
を
矛
盾
の

犠
牲
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
表

明
し
て
い
る
。
残
念
を
が
ら
真
相

で
あ
り
同
感
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
的
事
実
に
直
面

す
る
と
、
い
い
古
さ
れ
た
言
葉
だ

が
、
「
人
生
は
嬉
か
く
、
芸
術
は

永
し
」
を
実
感
す
る
。
せ
め
て
、

「
天
折
の
画
家
た
ち
」
展
が
、
鎮

魂
と
開
眼
の
機
会
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

(
高
橋
在
久
)

『
華
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みる・かたる・つくる

特
別
展
鶏

折

の

画

家

た

ち

近

代

日

本

の

青

春

譜
̃
-

近
代
に
入
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

化
の
急
激
を
移
入
は
、
日
本
の
社

会
全
体
に
亘
っ
て
様
々
な
影
響
を

与
え
、
波
紋
を
広
げ
て
き
た
。
そ

れ
は
画
壇
に
あ
っ
て
も
例
外
で
は

な
く
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
以

降
の
絵
画
の
展
開
に
も
、
か
つ
て

を
い
激
し
い
動
き
と
広
が
り
を
み

せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

絵
画
運
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
変
化
を
鋭
敏
に
反
映
し
、
感
受

性
呈
か
な
若
き
作
家
た
ち
に
よ
っ

て
推
進
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
、
従
来
の
絵
画
へ
の

懐
疑
で
あ
り
、
反
抗
で
あ
り
、
次

代
を
担
わ
ん
と
す
る
自
負
の
芽
ば

え
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
新
し
い
芸
術
の
創
造
を
目
指
し
、

熱
情
を
か
た
む
け
を
が
ら
も
、
病

魔
に
お
か
さ
れ
、
或
は
突
然
の
事

故
に
見
舞
わ
れ
・
る
を
ど
、
苦
悶
の

ぅ
ち
に
そ
の
短
か
い
生
涯
を
閉
じ

た
作
家
た
ち
も
ま
た
少
な
く
奪
い
。

こ
れ
ら
天
折
の
画
家
た
ち
の
鋭
い

感
性
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た
問

い
か
け
は
、
自
己
の
時
代
を
生
き

た
あ
か
し
と
し
て
、
今
日
に
お
い

て
も
な
お
新
た
を
る
感
動
を
な
げ

か
け
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
若

く
し
て
死
ん
で
い
っ
た
者
へ
の
愛

惜
と
未
知
数
へ
の
期
待
で
も
あ
り
、

長
寿
を
全
う
し
た
画
家
の
中
に
は

見
ら
れ
な
い
、
な
に
か
格
別
の
美

し
さ
、
味
わ
い
と
い
っ
た
も
の
が

あ
ら
お
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

今
回
出
品
の
作
家
は
洋
画
、
日

本
画
を
あ
わ
せ
二
十
五
作
家
、
五

十
余
点
を
予
定
し
て
い
る
。
時
代

的
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
ま

で
の
作
家
で
、
活
躍
期
か
ら
み
る

と
大
正
時
代
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
代
は
明
治

期
に
取
り
入
れ
た
西
洋
文
化
が
一

般
に
根
づ
き
は
じ
め
、
次
代
へ
の

掛
橋
と
在
っ
た
、
い
わ
ば
近
代
日

本
の
青
春
期
に
あ
た
る
と
も
い
え

る
。
ま
た
年
齢
的
に
み
る
と
、
一

般
的
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
天
折
と

は
十
代
か
ら
二
十
代
に
お
け
る
若

者
の
死
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
こ
こ
で
は
、
画
壇
に
そ

の
才
能
を
認
め
ら
れ
を
が
ら
も
不

惑
の
年
を
迎
え
る
こ
と
な
く
没
し

た
作
家
に
焦
点
を
あ
て
て
み
た
。

●

従
っ
て
、
三
十
代
を
中
心
に
二
十

代
、
四
十
代
と
比
較
的
高
い
年
齢

層
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
日
本
画

家
と
洋
画
家
と
を
比
較
し
て
み
る

と
、
約
五
年
̃
十
年
、
活
躍
期
の

差
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
日
本

画
の
も
つ
技
術
的
を
こ
と
な
ど
に

も
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
画
壇
に
新
風
を
巻
き
起
し
、

新
し
い
日
本
画
の
把
手
と
し
て
注

目
を
あ
び
た
土
田
菱
儀
村
上
華

岳
な
ど
の
作
家
が
五
十
代
で
あ
っ

た
こ
と
を
ど
は
そ
の
一
例
を
示
し

て
い
る
。

村山槌多 湖水と女

出
品
作
家
の
中
か
ら
数
人
を
紹

介
す
る
と
、

日
本
画
家

西
郷
孤
月

明
治
六
年
(
]
∞
漉
)

長
野
県
の
松
本
に
生
ま
れ
、
十
三

歳
の
時
に
知
神
学
校
美
術
科
に
入

り
絵
画
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、

そ
の
後
、
狩
野
友
信
に
師
事
し
て

い
る
。
東
京
美
術
学
校
の
第
一
回

卒
業
生
で
、
楯
山
大
観
、
下
村
観青木 繁 日本式尊

山
、
菱
田
春
草
と
と
も
に
橋
本
雅

邦
門
下
の
四
天
王
と
い
わ
れ
、
新

傾
向
の
日
本
画
を
発
表
し
た
が
、

中
途
に
し
て
放
浪
の
旅
に
出
て
、

不
遇
の
う
ち
に
大
正
元
年
(
]
馨
∞
)

病
没
し
て
い
る
。

速
水
御
舟

明
治
二
十
七
年

(
-
∞
窪
)
東
京
に
生
ま
れ
、
本
名

蒔
田
栄
一
。
時
日
家
は
祖
父
の
代

ま
で
千
葉
県
茂
原
で
名
主
を
し
て

い
た
が
、
父
の
良
三
郎
は
十
三
歳

の
時
に
上
京
し
、
質
屋
を
営
み
、

の
ち
実
業
貯
蓄
銀
行
を
創
立
し
て

い
る
。
御
舟
は
明
治
四
十
一
年
十

五
歳
の
時
に
松
本
楓
湖
に
学
び
、

禾
潮
、
浩
然
の
号
を
用
い
て
い
る

が
、
二
十
一
歳
・
の
時
母
方
の
速
水

家
を
継
ぎ
、
こ
の
時
御
舟
と
改
め

た
。
巽
国
会
、
紅
児
会
、
赤
解
合
、

日
本
美
術
院
で
活
躍
し
、
古
典
的

な
裏
付
け
を
も
つ
新
日
本
画
運
動

2
-



中村 郭 大島風景

一みる・かたる・つくる
を
興
し
、
日
本
画
の
近
代
化
の
一

形
式
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
昭
和
十

年
(
-
馨
の
)
三
月
二
十
日
腸
チ
フ

ス
で
亡
く
な
っ
た
。

洋
画
家

青
木
繁

明
治
十
五
年
(
-
∞
∞
∞
)

久
留
米
に
生
ま
れ
、
中
学
を
車
返

し
、
小
山
正
太
郎
の
不
同
舎
に
学

ん
で
い
る
。
そ
の
後
東
京
美
術
学

校
西
洋
画
科
選
科
に
入
学
し
、
在

学
中
よ
り
白
馬
会
に
出
品
し
て
お

り
、
二
十
二
歳
で
白
馬
会
費
を
受

賞
す
る
な
ど
、
明
治
の
浪
漫
主
義

を
最
も
よ
く
代
表
す
る
作
家
と
し

て
、
そ
の
天
才
ぶ
り
を
う
だ
お
れ

た
が
、
そ
の
後
、
窮
乏
の
う
ち
に

千
葉
県
や
九
州
を
ど
各
地
を
放
浪

し
、
肺
結
核
に
お
か
さ
れ
、
不
遇

の
う
ち
に
、
明
治
四
十
四
年
(
お

ご
)
二
十
八
歳
の
若
き
生
涯
を
と

じ
た
。

村
山
枕
多

明
治
二
十
九
年

(
-
∞
冨
)
神
奈
川
県
に
生
ま
れ
、

初
め
文
芸
活
動
に
没
頭
し
た
が
、

従
兄
の
山
本
鼎
の
影
響
を
受
け
、

大
正
三
年
京
都
よ
り
上
京
。
小
杉

未
醒
宅
に
寄
寓
し
を
が
ら
日
本
美

術
院
の
研
究
生
と
を
り
、
大
正
六

年
「
湖
水
と
女
」
で
美
術
院
金
賞

を
う
け
、
院
友
に
推
薦
さ
れ
た
。

翌
年
突
然
結
核
性
肺
炎
に
お
か
さ

れ
、
・
九
十
九
里
浜
に
転
地
簾
贅
を

し
、
房
州
波
太
海
岸
を
流
浪
し
て

い
る
。
大
正
八
年
院
試
作
展
で
院

賞
を
受
け
た
が
、
同
年
(
量
る
)

二
月
、
二
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

古
賀
春
江

明
治
二
十
八
年

(
】
∞
窪
)
福
岡
県
に
生
ま
れ
、
同

四
十
五
年
に
上
京
。
太
平
洋
国
会

の
研
究
所
に
学
び
、
次
い
で
日
本

水
彩
画
研
究
所
に
入
り
、
石
井
柏

手
に
師
事
し
て
い
る
。
大
正
十
一

年
二
科
展
に
初
入
選
し
、
こ
の
頃

は
キ
エ
ビ
ズ
ム
風
を
試
み
て
い
る

治寛田前

が
、
大
正
末
ク
レ
ー
の
影
響
に
よ

っ
て
次
第
に
幻
想
的
な
作
風
に
、

更
に
キ
リ
コ
風
の
明
快
を
構
成
的

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
と
一
転

し
て
い
る
。
昭
和
五
年
、
二
科
会

会
員
と
な
り
、
昭
和
八
年
へ
]
窪
∽
)

三
十
八
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
写

実
的
技
法
に
よ
る
シ
ュ
ー
ル
の
物

語
を
画
面
に
つ
づ
り
続
け
た
。

●
会
期

9
月
2
1
日
㈱
̃
的
月
1
9
日
㈹

開
館
時
問
は
、
午
前
9
時
̃
午

後
4
時
0
0
分

休
館
白

月
曜

●
入
場
料

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇

円
)
、
中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)

(
)
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体

料
金

特
別
展
に
伴
い
美
術
諮
渡
合
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

演
題

近
代
日
本
美
術
の
青
春

諮
師

本
間
正
義
氏
(
国
立
国
際

美
術
館
館
長
)

日
時

1
0
月
8
日
㈲

午
後
2
時

よ
り

無
料

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

煙火古賀春江

国
鉄
千
葉
駅
前
バ
ス
停
③
④
番

よ
り
「
千
葉
市
役
所
行
」
小
湊
・

京
成
・
中
央
各
バ
ス
で
終
点
下
車
、

徒
l
歩
的
分
。
ま
た
、
同
⑦
番
「
新

港
行
」
小
湊
・
.
京
成
バ
ス
に
て
中

央
署
前
下
車
、
徒
歩
約
6
分

※
日
曜
・
祝
日
は
左
記
の
と
お

り
直
通
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

展
覧
会
に
つ
い
て
、
「
語
り
合

い
」
の
中
か
ら
、
作
家
や
作
品
に

つ
い
て
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

話
題

「
天
折
の
画
家
た
ち
」

話
題
提
供
者

高
橋
在
久
(
本
館

副
館
長
)

日
時

9
月
3
0
日
出

午
後
2
時

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

近
代
日
本
美
術
の
流
れ
の
上
か

ら
、
展
覧
会
を
理
解
す
る
た
め
映

画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時

9
月
2
3
日
出
・
m
月
1
4
日

出

午
後
2
時
よ
り

内
容

「
日
本
の
現
代
美
術
」

「
近
代
日
本
画
の
流
れ
」

「
近
代
洋
画
の
歩
み
」



みる・かたる・つくる

か
つ
て
の
千
葉
中
学
の
図
画
教
師

「
堀
江
正
章
と
そ
の
周
辺
」
展
開
催
近
づ
く

本
県
に
は
、
近
代
日
本
洋
画
の

黎
明
期
に
活
躍
し
、
後
世
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
二
人
の
作
家
が
い
る
。

一
人
は
浅
井
忠
で
あ
り
、
他
の
一

人
は
堀
江
正
章
で
あ
る
。
浅
井
息

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
三

月
に
特
別
展
「
浅
井
息
と
そ
の
師

弟
展
」
と
し
て
、
そ
の
業
績
の
一

面
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

た
び
堀
江
正
章
を
顕
彰
す
る
た
め

に
「
堀
江
正
章
と
そ
の
周
辺
」

展

を
開
催
す
る
。

堀
江
は
、
安
政
五
年
(
一
八
五

八
)
に
長
野
県
松
本
市
に
生
ま
れ
、

後
に
エ
部
美
術
学
校
に
入
学
し
、

イ
タ
リ
ア
大
画
家
サ
ン
∴
ン
ヨ
バ

ン
二
に
教
え
を
受
け
た
。
そ
の
時

の
同
輩
に
曽
山
(
後
に
大
野
と
改

姓
)
幸
彦
・
松
室
重
刷
ら
が
お
り
、

彼
ら
と
私
塾
を
設
立
し
て
、
多
く

の
逸
材
を
育
て
た
。
そ
の
中
に
は
、

岡
田
三
郎
助
・
和
田
実
作
・
中
沢

弘
光
・
矢
崎
千
代
二
な
ど
が
お
り
、

近
代
日
本
の
洋
画
に
大
き
な
影
響

と
軌
跡
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

浅
井
息
や
黒
田
清
輝
の
よ
う
な
明

治
の
洋
画
の
大
き
な
流
れ
で
は
な

い
が
、
「
つ
の
支
流
と
し
て
兄
の

が
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。堀

江
と
本
県
と
の
か
か
わ
り
は
、

千
葉
中
学
(
現
在
の
県
立
千
葉
高

校
)
の
図
画
教
師
と
し
て
赴
任
し

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
彼
は
、
逝

去
す
る
昭
和
七
年
ま
で
、
千
葉
に

と
ど
ま
り
、
文
字
通
り
生
涯
を
後

進
の
育
成
に
努
め
た
。
中
学
校
時

代
の
教
え
子
に
は
、
洋
画
の
大
野

隆
徳
・
板
倉
鼎
・
柳
敬
助
、
日
本

画
の
石
井
林
轡
な
ど
世
に
名
を
残

し
た
人
々
が
あ
り
、
ま
た
、
現
在

で
も
多
く
の
作
家
た
ち
が
、
多
彩

を
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
美
術
史
上

に
重
要
な
軌
跡
を
残
し
、
本
県
の

美
術
界
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
た

堀
江
正
章
に
焦
点
を
あ
て
、
さ
ら

に
彼
を
と
り
ま
く
師
弟
の
作
品
を

展
観
し
、
画
家
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
教
育
者
と
し
て
の
業
績
を
も

探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
会
期
〕

十
二
月
七
日
㈱
か
ら
一
月
十
五

日
㈲
ま
で

〔
入
場
料
〕

無
料

●

中央における美術団体

の受賞作晶を展観

美術選抜展

毎
年
、
東
京
で
は
多
く
の
美
術

団
体
の
展
覧
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
多
彩
で
、

今
ま
で
に
も
幾
多
の
優
秀
を
作
家

を
生
み
だ
し
て
き
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
文
化
庁
が
、

中
央
に
お
け
る
団
体
展
の
受
賞
作

品
を
一
堂
に
集
め
、
さ
ら
に
過
去

文
化
庁
が
買
上
げ
た
作
品
を
も
加

え
、
現
代
美
術
の
動
向
を
示
す
こ

と
に
重
点
を
お
い
て
企
画
し
た
も

の
で
、
全
国
四
会
場
で
、
東
日
本

で
は
、
本
館
の
み
公
開
さ
れ
る
。

展
示
さ
れ
る
作
品
は
、
日
本
画

十
九
占
∵
洋
画
三
十
三
点
・
版
画

六
点
・
彫
塑
十
六
点
の
計
七
十
四

点
で
、
中
央
の
美
術
団
体
の
動
向

を
知
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
代

美
術
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。本

県
関
係
の
出
品
作
家
は
、
高

橋
規
矩
治
郎
(
洋
画
・
日
展
)
・

三
橋
文
雄
(
洋
画
・
日
展
)
の
二

人
で
あ
る
。

〔
会
期
〕

昭
和
五
十
四
年
一
月
九
日
㈹
か

ら
一
月
二
十
一
日
㈲
ま
で

〔
入
場
料
〕

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇

円
)
申
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)
・

(
)
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料

金

誓
隷
…
…
‥
鵠
…
軽
輩
用
諦
…
彊
醤
間
諜
用
結
締
彊
航
彊
間
諜
小
結
隷
…
…
航
需
用
彊
…
豊
満
窪
川
‥
…
鵠
航
需
用
‥
緯
講
習
講
駒
羅
時
雄
満
潮
障
隷
軽
彊
…
親
臨
継
順
鞘
時
雄
周
弼
劃

…
…
…
和
二
十
四
年
に
第
一
国
展

露

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
出

…
…
…
品
点
数
は
二
五
三
点
(
日
本
画

器

二
八
点
・
工
芸
一
四
点
・
書
道
五

誌
二
点
)
で
あ
っ
た
。
前
回
第
二
十

誌
九
回
展
で
は
総
一
四
九
二
点
で

節
用
需

用
盤
網
羅
轟
羅
樟
.
隷
鵠
精
鵠
靖
靖
鵜
彊
羅
議
鵠
航
盤
隷
・
航
轟
用
・
羅
鵡
鵠
鵜
野
親
臨
網
羅
羅
講
揃
硝
購
諜
掘
購
彊
航
鱒
娃

老君

今
年
で
、
県
展
(
千
葉
県
美

術
展
覧
会
)
が
開
設
第
三
十
回

展
を
迎
え
る
。

「
県
民
の
美
術
的
関
心
と
鑑
賞

を
高
め
、
郷
土
美
術
文
化
の
振

興
と
情
操
の
純
化
に
資
す
る
目

あ
っ
た
か
ら
、
三
十
回
の
う
ち

に
数
倍
の
出
品
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
お
い
で

は
全
国
で
も
有
数
の
も
の
と
い

わ
れ
、
三
十
年
の
歴
史
を
も
つ

県
展
は
他
に
例
の
な
い
も
の
で

は
亡
き
作
家
の
方
々
の
名
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
画
で

は
、
加
藤
栄
三
、
田
岡
春
径
、

酒
井
亜
人
、
洋
画
で
は
椿
貞
雄
、

工
芸
の
河
村
輯
山
、
佐
藤
陽
雲
、

宮
之
原
謙
、
書
道
の
石
井
穀
石

的
を
以
て
、
千
葉
県
美
術

展
覧
会
を
企
画
す
る
」
と

い
う
趣
旨
の
も
と
で
、
昭

県
展
一
二
十
回
を
迎
え
る

な
ど
日
本
の
美
術
史
上
に

名
を
残
し
た
人
々
で
あ
る
。

今
回
の
第
三
十
回
展
は
、

十
月
二
十
八
日
出
よ
り
十

五
三
点
、
・
洋
画
九
六
点
・
彫
塑

あ
る
。
年
々
、
出
品
作
品
の
質

も
向
上
し
、
量
・
質
と
も
評
価

さ
れ
て
い
る
。

今
日
の
県
展
に
至
る
ま
で
に
、

多
く
の
人
々
の
尽
力
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
歩
み
の
中
に
、
今

一
月
十
九
日
㈲
ま
で
開
催
さ
れ

る
。
応
募
要
項
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
千
葉
県
美
術
会
(
〇
四

七
二
-
二
二
-
二
七
一
〇
)

か
、
美
術
館
に
お
問
い
合
わ
せ

く
た
さ
い
。

一
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待
望
の
美
術
普
及
棟
着
々
と
計
画
進
む

〃
み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
〃
へ
の
本
格
的
活
動
へ

みる・かたる・つくる
は
じ
め
に

美
術
普
及
棟
建
設
の
設
置
構
想

は
、
美
術
館
内
に
美
術
普
及
棟
建

設
準
備
会
を
組
織
し
て
、
幾
た
び

か
の
検
討
の
会
が
重
ね
ら
れ
て
き

た
。
今
こ
こ
で
本
美
術
館
の
沿
革

概
要
、
を
ら
ぴ
に
美
術
普
及
棟
建

設
の
経
過
概
要
と
美
術
普
及
棟
実

施
設
計
前
の
構
想
案
を
お
知
ら
せ

し
た
い
。

美
術
館
沿
革
の
概
要

千
葉
県
立
美
術
館
は
、
昭
和
四

十
九
年
三
月
に
第
一
期
工
事
、
展

示
棟
が
完
成
し
、
さ
ら
に
同
年
四

月
一
日
県
立
美
術
館
と
し
て
、
機

関
設
置
さ
れ
、
十
月
二
十
三
日
開

館
式
を
挙
げ
、
一
般
公
開
が
始
ま

っ
た
。
つ
づ
い
て
昭
和
五
十
一
年

二
月
第
二
期
工
事
の
管
理
棟
が
完

成
し
た
。

な
お
千
葉
県
の
第
五
次
総
合
五

ケ
年
計
画
に
よ
り
、
第
三
期
工
事

と
し
て
、
美
術
普
及
棟
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

美
術
普
及
棟
建
設
に
つ
い
て

県
立
美
術
館
の
設
置
構
想
は
単

に
、
"
み
る
"
た
け
の
美
術
館
で

牽
く
"
み
る
"
“
か
た
る
〃

"
つ

く
る
〃
総
合
的
で
動
的
を
美
の
広

場
を
運
営
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

る
。
基
本
設
計
に
お
い
で
も
、
展

示
棟
、
管
理
棟
、
美
術
普
及
棟
の

三
棟
が
三
位
一
体
と
在
っ
て
機
能

す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
お
り
、
広

く
県
民
サ
イ
ド
の
美
術
活
動
の
普

及
振
興
の
中
心
施
設
が
、
こ
の
普

及
棟
に
集
中
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
美
術
館
に

対
し
県
民
の
期
待
の
大
き
い
施
設

で
も
あ
る
と
い
え
る
。

普
及
棟
建
設
に
つ
い
て
の

経
緯

(
概
要
)

本
美
術
館
の
建
設
は
展
示
棟
、

管
理
棟
、
そ
し
て
美
術
普
及
棟
の

三
期
に
区
分
さ
れ
て
、
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。

美
術
普
及
棟
は
、
本
館
の
最
も

特
色
と
す
る
施
設
部
門
で
、
こ
れ

か
ら
の
近
代
美
術
館
と
し
て
全
国

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
建
設
計
画
は
基
本
設
計
が

昭
和
四
十
六
年
に
一
応
完
了
し
て

い
る
が
、
い
よ
い
よ
第
五
次
総
合

五
ケ
年
計
画
実
施
の
路
線
が
押
し

す
す
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
三
年
度

に
実
施
設
計
費
が
計
上
さ
れ
、
そ

の
建
設
が
急
が
れ
て
い
る
。

本
美
術
館
と
し
て
、
そ
の
実
施

設
計
に
入
る
前
に
こ
の
美
術
普
及

棟
の
機
能
、
構
造
、
利
用
と
い
う

点
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
、
そ
の

成
果
を
設
計
の
面
に
反
映
す
べ
き

と
考
え
、
学
識
経
験
者
等
各
界
の

代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
る
県
立
美

術
館
協
議
会
委
員
に
対
し
て
諮
問

を
行
っ
て
い
る
。
(
昭
五
一
、
七

九
)

ニ

結
果
と
し
て
次
の
よ
う
を
答
申

が
示
さ
れ
た
。

そ
の
概
要
は
機
能
と
し
て
、

⑦
美
術
の
資
料
セ
ン
タ
ー

④
美
術
の
普
及
セ
ン
タ
ー

⑦
美
術
の
交
流
セ
ン
タ
ー

㊤
県
民
の
ア
ト
リ
エ

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
も
、

●
千
葉
港
臨
海
公
園
全
体
計
画
の
核

と
し
て
の
機
能
と
効
用
を
充
分
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
開
か
れ
た

美
術
館
の
完
成
が
急
が
れ
て
い
る
。

ま
た
去
る
八
月
十
一
日
に
各
界

(
学
識
経
験
者
、
学
校
代
表
、
協

議
会
委
員
、
行
政
関
係
、
友
の
会

美
術
会
等
)
代
表
の
方
々
か
ら

美
術
普
及
棟
建
設
構
想
に
つ
い
て

の
、
御
意
見
を
伺
う
会
を
開
き
、

そ
の
御
意
見
の
反
映
に
も
努
力
し
、

よ
り
よ
い
美
術
普
及
棟
建
設
構
想

案
を
ま
と
め
る
べ
く
現
在
す
す
め

て
い
る
。

美
術
普
及
棟
建
設
の
理
念

普
及
棟
建
設
に
あ
た
っ
て
最
も

基
本
的
な
理
念
の
樹
立
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
経
緯
も
念
頭
に
お

い
て
、
幾
た
び
か
の
検
討
を
積
み

重
ね
た
結
果
、
次
の
四
項
目
が
ま

と
ま
っ
た
。

①
㌦
県
民
の
美
術
実
技
セ
ン
タ
ー

と
し
て
〃

創
作
の
た
め
実
技
教
室
や
講
座

を
開
催
し
、
自
ら
作
る
喜
び
と
楽

し
み
を
味
わ
え
る
ア
ト
リ
エ
と
し

て
、
県
民
に
親
し
ま
れ
る
創
造
の

拠
点
と
す
る
。

②
〃
県
民
の
美
術
学
習
セ
ン
タ
ー

と
し
て
〃

語
渡
合
、
研
修
会
、
映
画
会
、

談
話
会
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に

利
用
者
の
質
問
や
相
談
に
も
応
じ

て
積
極
的
に
美
術
の
普
及
と
振
興

の
拠
点
と
す
る
。

⑥
“
県
民
の
美
術
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
"

美
術
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料

を
整
備
し
、
積
極
的
に
公
開
し
て

美
術
の
応
用
と
生
活
化
を
促
し
、

あ
わ
せ
て
調
査
研
究
の
拠
点
と
す

る
o

④
"
県
民
の
利
用
交
流
セ
ン
タ
ー

と
し
て
〃

美
術
館
友
の
会
、
美
術
団
体
、

サ
ー
ク
ル
等
に
交
流
と
美
の
広
場

を
提
供
し
、
自
主
交
流
の
輪
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ア

活
動
と
美
術
の
大
衆
化
の
拠
点
と
一

す
る
。

以
上
が
現
在
普
及
棟
建
設
に
あ

た
っ
て
そ
の
理
念
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
。
必
要
な
部
屋
、
規
模
、

面
積
、
構
造
、
機
能
な
ど
具
体
的

を
こ
と
は
、
現
在
さ
ら
に
検
討
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

積
極
的
を
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



みる・かたる・つくる

新
収
蔵
作
品
紹
介
(
5
3
年
1
月
̃
8
月
)

次
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
野
具
定
氏
よ
り

小
野
具
定
作
版
画
「
漁
夫
」

「
北

の
海
」

「
加
工
場
」
三
点

岩
崎
巴
人
民
よ
り

岩
崎
巴
大
作
日
本
画
「
海
流
の
中

に
立
つ
裸
女
」

「
波
涛
岩
礁
図
」

二
点

岩崎巴人「波涛岩礁図」 小野具定「北の海」

小野具定

「加工場」

収
蔵
品
目
録
な
る

本
館
で
は
、
開
館
五
年
目
を
迎

え
、
収
蔵
品
目
録
を
八
月
に
刊
行

し
た
。
こ
の
目
銀
に
は
、
昭
和
五

十
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
本

館
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
収
蔵
品
の
集
録
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
作
品
と
作
家
の
背

景
資
料
と
言
う
べ
き
研
究
資
料
と

に
分
け
、
さ
ら
に
、
作
品
に
お
い

で
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・

工
芸
・
書
・
版
画
の
順
に
分
類
し

た
。
大
き
さ
は
B
5
版
、
総
ペ
ー

ジ
数
は
五
十
二
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

今
後
も
、
三
̃
四
年
後
に
新
た

に
目
録
を
作
成
し
、
収
蔵
品
の
紹

介
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
年
度
よ
り
、
美
術
館
資
料
の

収
集
・
保
存
・
展
示
の
た
め
に
必

要
を
調
査
研
究
に
関
す
る
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
学
識
経

験
者
に
よ
る
研
究
員
会
が
組
織
さ

れ
た
o

去
る
八
月
三
十
日
㈱
、
本
館
に

お
い
て
第
一
回
の
会
議
が
開
か
れ
、

委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
仕
事
の
内
容

等
を
説
明
し
、
活
発
な
協
議
が
な

さ
れ
、
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。

を
お
、
研
究
員
は
次
の
方
々
で

す
。

○
飯
田
能
弘
(
旭
市
立
第
一
中
学

校
教
諭
)
○
池
田
伊
予
(
千
葉
市

立
末
広
中
学
校
教
諭
)

○
石
倉
総

子
(
千
葉
市
立
花
園
中
学
校
教
諭
)

○
岩
沢
い
づ
み
(
千
葉
市
立
高
町

中
学
校
教
諭
)
○
小
倉
博
(
成
田

山
史
料
館
学
芸
員
)
○
高
橋
達
(
千

葉
県
立
小
金
高
等
学
校
教
諭
)
○

辰
野
隆
(
銚
子
市
立
銚
子
西
高
等

学
校
教
諭
)

田
辺
勉
(
千
葉
県
立

生
浜
高
等
学
校
教
諭
)
○
利
倉
栄

子
(
千
葉
市
立
幕
張
中
学
校
教
諭
)

○
渡
辺
異
称
(
私
立
木
更
津
紅
陵

高
等
学
校
教
諭
)

(
五
十
音
順
)

関
根

正
二

「
信
仰
の
悲
し
み
」

「
し
か
し
私
は
け
っ
し
て
狂
人

で
は
老
い
の
で
す
一

こ
の
絵
を
描
い
た
大
正
七
年
、

関
根
は
し
き
り
に
夢
魔
と
幻
覚

に
お
そ
わ
れ
で
い
た
と
い
う
。

世
間
で
は
狂
人
と
み
る
も
の
も

い
た
。

「
真
実
孤
独
の
淋
し
さ
に
何
者

か
に
祈
る
心
持
に
な
る
時
、
あ

あ
し
た
女
が
三
人
又
五
人
、
私

の
目
の
前
に
現
お
れ
る
の
で
す
止

二
科
会
で
樗
牛
賞
を
受
け
た

こ
の
作
品
の
発
想
を
自
ら
語
っ

た
言
葉
で
あ
る
。
彼
は
、
た
ま

た
ま
日
比
谷
公
園
の
共
同
便
所

の
な
か
で
、
原
色
を
と
も
な
っ

た
女
性
た
ち
の
行
列
の
幻
視
を
.

え
た
と
い
う
。

こ
の
絵
に
は
初
め
「
楽
し
き

楽
土
」
と
い
う
題
が
附
せ
ら
れ

た
。
何
と
い
う
関
根
の
青
春
の

昏
さ
で
あ
ろ
う
か
。

孤
独
の
深
淵
に
身
を
置
い
て

見
つ
め
た
真
実
は
、
か
く
も
戦

慄
的
で
あ
る
。

ー
6
-



●
近
代
日
本
版

国
史
を
学
ぶ

第
二
回
美
術
を
語
る
会

去
る
七
月
二
十
二
日

㈲
話
題
提
供
者
に
版
画

家
の
深
沢
幸
雄
氏
を
迎

え
て
「
第
二
回
美
術
を

●

●
万
作
ぞ
ろ
い

千
葉
県
立
千
葉
盲
学
校

陶
芸
展

語
る
会
」
が
開
か
れ
た
。
ス
ラ
イ

ド
で
、
近
代
日
本
版
画
の
主
な
作

家
の
作
品
を
紹
介
さ
れ
た
後
、
話

は
氏
に
深
い
影
響
を
与
え
た
マ
ヤ

・
メ
キ
シ
コ
文
明
を
説
明
し
、
美

の
世
界
か
ら
版
画
の
制
作
技
法
に

ま
で
お
よ
ん
だ
。
参
加
者
は
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
り
、
目
新
し
い
話

に
感
動
し
て
い
た
。

みる・かたる・つくる

七
月
十
八
日
㈹
l
一
十
三
日
㈲

の
六
日
間
、
本
館
第
五
展
示
室
に

お
い
て
、
県
下
初
の
盲
学
校
児
童

・
生
徒
に
よ
る
陶
芸
展
が
開
催
さ

れ
た
。

小
学
部
一
年
生
か
ら
中
学
部
三

年
生
、
高
等
部
及
び
卒
業
生
も
含

め
弱
視
や
全
盲
の
児
童
・
生
徒
の

作
品
を
一
堂
に
展
示
し
た
。

視
覚
障
害
の
た
め
に
、
形
態
・

造
形
物
や
そ
れ
ら
の
お
か
れ
て
い

る
状
況
の
情
報
量
が
極
端
に
少
を

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
の
ど

れ
一
つ
を
と
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
の

"
心
の
目
"
で
巧
み
に
創
造

し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

見
る
人
た
ち
は
、
心
眼
で
制
作

さ
れ
た
各
作
品
の
前
に
、
し
ば
し

足
を
止
め
て
い
た
。

こ
の
展
覧
会
の
企
画
・
開
催
に

あ
た
っ
た
先
生
方
の
御
苦
労
は
大

変
だ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
今

後
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。

●
浅
井
忠
の
像

制
作
進
む

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
県
展

三
十
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
浅
井

息
像
を
説
意
制
作
中
の
大
須
賀
力

氏
宅
を
訪
れ
た
。

十
一
月
上
旬
の
予
定
で
除
幕
式

に
合
わ
せ
予
定
ど
お
り
進
捗
し
て

お
り
、
高
さ
八
尺
(
約
二
・
四
〇

米
)
の
堂
々
た
る
体
躯
の
像
が
、

明
治
洋
画
界
を
築
き
育
て
た
風
貌

を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

コ
車
上
享
自
′

デ
ッ
サ
ン
入
門
生
の

末
筆
な
が
ら
太
田
先
生
、
関

係
者
の
方
々
に
く
れ
ぐ
れ
も
よ

ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
ま
せ
。

手
紙
か
ら

闘
闘
醒

伝

言

板

●
「
研
究
紀
要
」
第
二
号
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
館
長
以
下
職
員
人

名
が
執
筆
に
当
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
特
集
と
は
せ
ず
個
々
の
日

頃
の
課
題
や
問
題
・
疑
問
点
を
追

求
し
て
い
ま
す
。

普
及
室
に
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

●
友
の
会
の
会
員
が
千
名
を
超
え

ま
し
た
。
事
業
等
を
よ
り
充
実
す

べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。

●

「
談
話
コ
ー
ナ
ー
」

へ
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

諸
加
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
す
か
、

註

立
派
を
先
生
に
御
指
導
頂
け
る

霊

を
ど
た
だ
た
だ
夢
の
様
で
し
た
。

詰

殊
に
一
日
目
の
集
中
豪
雨
で
は
、

一
〇
一
先
生
(
太
田
洋
三
氏
)
は
お
宅

霊

へ
七
時
間
も
か
か
っ
て
帰
ら
れ

註

た
由
、
私
も
は
じ
め
て
お
会
い

著

し
た
お
友
達
に
雨
の
中
を
駅
ま

請

で
送
っ
て
頂
く
を
ど
、
忘
れ
難

た

い
感
銘
に
今
更
胸
を
熱
く
し
て

塁

居
り
ま
す
o
老
年
期
を
目
前
に

言
語
繕
需
塁

荒

さ
い
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上

精

げ
ま
す
。

斉
藤
久
子

茂
原
市
高
師
三
六
二

今
回
の
デ
ッ
サ
ン
入
門
諮
座

に
参
加
さ
せ
て
項
き
ま
こ
と
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
さ

い
時
か
ら
い
つ
か
絵
を
習
い
た

い
と
念
願
し
て
居
り
ま
し
た
事

と
て
飛
び
つ
く
思
い
で
応
募
し

た
の
で
す
が
、
一
回
目
は
駄
目

で
し
た
。
二
度
目
に
叶
っ
て
参

猛
暑
の
八
月
四
日
・
五
日
の

二
日
間
、
五
十
余
名
の
受
講
者

を
迎
え
、
第
二
回
美
術
館
夏
季

大
学
が
開
催
さ
れ
た
。
十
代
か

ら
七
十
代
に
ね
た
る
老
若
男
女

が
熱
心
に
語
義
を
受
け
ら
れ
た
。

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
次
回
へ
の
要
望
と
し
て
、

日
実
技
諮
習
、
ロ
講
座
の
継
続

性
や
シ
リ
ー
ズ
化
、
臼
作
家
個

々
の
研
究
、
㈲
視
聴
覚
機
器
を

利
用
し
た
講
義
、
㈲
美
術
関
係

以
外
に
関
す
る
分
野
の
語
義
や
、

広
く
文
化
財
に
対
す
る
内
容
等

の
希
望
が
あ
げ
ら
れ
た
。

な
お
、
第
一
回
の
受
諾
者
が

0
0
%
も
入
っ
て
お
り
、
ま
た
、

受
話
さ
れ
た
9
7
%
余
り
の
方
々

が
、
次
回
も
受
講
し
た
い
と
の

結
果
が
出
た
。

7
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みる・かたる・つくる

梓
い
出
口
間
作

目
口
工
「
号
‥
.
.
白
星
"
‖

間
へ
、
語
、
㌍

●
七
宝
焼
講
習
会

制
作
技
法
の
習
得
を
通
し
て
、

手
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
使
う
喜
び

を
昧
お
う
こ
と
の
で
き
る
七
宝
焼

基
礎
諮
座
で
あ
る
。

期
日

1
 
2
月
2
日
田
-
3
日
㈲

時
間

午
前
1
 
0
時
̃
午
後
4
時

会
場

美
術
館
研
究
工
作
室

会
費

無
料
(
但
し
、
材
料
費

自
己
負
担
)

講
師

千
葉
大
学
教
授

長
南
光
男
氏

人
数

4
0
名
(
応
募
者
多
数
の

と
き
抽
選
)

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所

氏
名
・
年
令
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
美
術
館

普
及
広
報
班
宛

●
第
四
回
美
術
を
語
る
会

0
0
周
年
を
迎
え
た
“
県
展
〃

に

焦
点
を
あ
て
、
そ
の
歴
史
や
美
術

界
の
動
き
に
見
ら
れ
た
特
色
・
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
ど
を
語
る
。

話
題
提
供
者
は
、
県
美
術
会
の

発
足
、
運
営
に
当
ら
れ
た
方
を
予

定
。自

由
に
、
ご
参
加
下
さ
い
。

u
月
n
日
脚

午
後
2
時
よ
り

美
術
普
及
室
に
で
。

友
の
会
「
美
術
鑑
賞

の
旅
」
に
ご
参
加
を

友
の
会
で
は
、
秋
の
美
術
鑑

賞
バ
ス
の
旅
を
計
画
し
て
い
る
。

今
年
は
、
山
梨
・
静
岡
両
県
に

ま
た
が
る
富
士
箱
根
国
立
公
園

の
自
然
美
と
美
術
館
め
ぐ
り
を

行
い
ま
す
。

(
期
日
)
十
一
月
四
日
出
か

ら
五
日
㈲
ま
で
。
天
候
に

か
か
わ
ら
ず
実
施
。

(
見
学
地
)
恵
林
寺
-
昇
仙

峡
-
山
梨
県
立
美
術
館
-

石
和
の
ぶ
ど
う
郷
-
石
和

温
泉
(
泊
)
-
富
士
五
胡
め

ぐ
り
ー
富
士
美
術
館
-
沼

津
歴
史
民
俗
博
物
館

(
募
集
人
員
)
五
十
名

(
参
加
費
)
二
二
、
〇
〇
〇
円

(
申
し
込
み
方
法
)
予
約
金

三
、
〇
〇
〇
円
を
添
え
て
、

美
術
館
内
友
の
会
事
務
局

ま
で
。
先
着
順
五
十
名
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
第
1
回
写
真
千
葉
県
展

9
・
5
̃
9
・
1
 
7

無
料

▽
第
1
 
8
回
白
扇
書
道
会
展

9
・
1
 
2
̃
9
・
1
 
7

無
料

▽
千
葉
7
8
展

9
・
1
 
9
-
1
0
・
1

有
料

▽
第
8
回
新
構
造
千
葉
支
部
展

的
・
3
-
1
 
0
・
8

無
料

▽
第
2
5
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

1
0
・
3
̃
的
・
8

無
料

▽
第
1
 
0
回
フ
ァ
ン
シ
ー
展

1
0
・
3
̃
的
・
8

無
料

▽
千
葉
市
中
中
養
護
学
校
児
童
生

徒
作
品
総
合
展

1
0
・
1
0
-
1
0
・
1
9

無
料

▽
第
約
回
県
展

1
0
・
2
8
-
1
1
・
1
9

無
料

▽
第
1
0
回
千
葉
県
高
等
学
校
芸
術

祭
美
術
・
工
芸
・
書
道
展

1
1
・
2
3
̃
1
2
・
3

無
料

▽
昭
和
5
3
年
度
千
葉
県
芸
術
祭
写

真
展

n
・
2
3
̃
1
2
・
3

無
料

▽
第
9
回
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟

展1
2
・
5
̃
1
2
・
1
0

無
料

▽
千
葉
県
新
象
・
独
立
・
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
合
同
展

1
2
・
5
̃
1
2
・
2
4

無
料

▽
第
2
3
園
子
ど
も
県
展

1
2
・
1
2
̃
1
2
・
2
4

無
料

8

2 月 292621 1712 7

来

館

者

美
術
館
協
議
会
の
た
め
、

今
井
県
教
育
長
は
じ
め
、

浅
見
喜
舟
、
相
川
勝
衛
、

金
子
貴
重
、
遠
藤
健
即
、

牧
田
茂
、
野
口
貞
子
、
笹

岡
了
一
、
鈴
木
民
三
、
鈴

木
秀
一
の
各
氏
。

森
桂
一
明
徳
短
期
大
学
長

青
森
市
教
育
委
員
会

文
部
省
十
文
字
丁
調
査
統
計

課
長
外
二
名

干
葉
市
広
聴
課

菊
間
佐
倉
市
長

上
林
参
議
院
議
員

藤
野
都
道
府
県
教
育
長
協

議
会
事
務
局
長

秋
田
県
教
太
目
長

都
道
府
県
教
育
長
協
議
会

第
四
部
会
一
行
十
五
名

文
部
省
社
会
教
育
局
別
府

審
議
管
外
一
名

金
子
大
妻
女
子
大
講
師

堀
江
二
松
学
舎
大
教
授

久
喜
跡
見
学
園
女
子
大
学

教
授

4

千
葉
県
立
美
術
館
協
議

会

8
・
・
9

デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

1
 
5
・
1
 
6

洋
画
実
技
基
礎
講
座

810
減
り
言

○
′
一

満
蒙3

o
′
一

蘭
た
り

へ
ノ
ー03

8
日
‥

●
i
〇
一

移
動
美
術
館
オ
ー
プ
ン

(
松
戸
市
)

「
房
総
の
書
芸
展
」
オ
ー

プ
ン

第
二
回
美
術
を
語
る
会

(
深
沢
幸
雄
氏
)

移
動
美
術
館
解
説
会

(
松
戸
市
文
化
ホ
ー
ル
)

講
演
会

(
佐
久
間
洋
行

氏
・
高
橋
副
館
長
)

洋
画
実
技
研
修
講
座

剛
細ク

移
動
美
術
館
オ
ー
プ
ン

及
び
解
説
会

(
県
立
総

高
博
物
館
)

浅
井
息
像
建
立
委
員
会

役
員
会

千
葉
県
博
物
館
協
会
縞

日

記

抄

7
日
‥2

洋
画
実
技
研
修
講
座

集
会
議

4
・
5

第
二
回
美
術
館
夏
季

大
学

6

洋
画
実
技
研
修
語
座

9

千
葉
県
博
物
館
協
会
役

員
会

u

美
術
普
及
棟
建
設
に
つ

い
て
意
見
を
伺
う
会

1
2

洋
画
実
技
基
礎
講
座

2
8

学
芸
員
実
習
開
始

一
8
-


